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四季折々－自然豊かな美しい村－飯舘村 
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日本で最も美しい村 

• 人口＜1万人 
• 地域資源が2つ以上（景観・文化など） 
• 連合が評価する地域資源を活かす活動があること 

（美しい景観に配慮したまちづくり、住民による工夫した地域活動、
地域特有の工芸品や生活様式を頑なに守っている）  

2010年に飯舘村も加盟 

写真：日本で最も美しい村ホームページ 



4年7か月過ぎた飯舘村の今は 
居宅除染から農地除染へ急ピッチ 
数値目標のない除染に不信も 
村民6,200人に入れ替わって5,000人の除染作業員 



田園風景が・・・ 

延々と続く「フレコンバッグ」の山 
再生に欠かせない優良農地を占有（800haのうち300ha強） 



役場南側にあった山が・・・ 

現在（2015年10月14日）の現場風景 



平成27年10月1日現在の避難状況 

福島市 

会津若松市 

郡山市 

いわき市 

白河市 

須賀川市 

喜多方市 

相馬市 

二本松市 

田村市 

南相馬市 

伊達市 

本宮市 

桑折町 

国見町 

川俣町 

大玉村 

福島市 
3,872人 

伊達市 
584人 

南相馬市 
402人 

相馬市 
428人 

川俣町 
518人 

33市町村 
6,180人 2,706世帯 

県内避難者 

北海道 

青森県 

岩手県 

宮城県 

秋田県 

山形県 

茨城県 

栃木県 

群馬県 

埼玉県 

千葉県 

東京都 

神奈川県 

新潟県 

山梨県 

長野県 

岐阜県 

静岡県 

宮城県 
57人 

北海道 
39人 

山形県 
28人 

栃木県 
47人 

埼玉県 
75人 

東京都 
62人 

神奈川県 
61人 

千葉県 
25人 

新潟県 
21人 

茨城県 
16人 

28都道府県＋国外 
505人 300世帯 

県外避難者 

http://www.vill.iitate.fukushima.jp/saigai/?p=8445 



「最長で平成29年3月帰村」 

福島民友2015年7月6日 



主（村民）のいない本庁舎 

福島市飯野町に移転中。 
現在、本庁にもどっているのは一部の部署のみ。 

2015年10月14日 



いいたて までいな復興計画（第5版） 

http://www.vill.iitate.fukushima.jp/saigai/?p=1406 



ネットワーク型の新しいむらづくりのイメージ 

いいたて までいな復興計画（第5版） 



（第5版）における復興の考え方 

いいたて までいな復興計画（第5版） 



村民による具体的な話し合いは、これから。 

当面の取り組み施策・事業 

いいたて までいな復興計画（第5版） 



【原発事故後のチャレンジ】  

「人類の叡智の結晶であるはずの科学技術によって、 
   なぜこんなことが起こされるのか」という思い 
 
全てを奪われ失った今、 
    自らやれる事もあるはず  
 ・・・・・生きがいを求め、チャレンジが始まる 



「ふくしま再生の会」のきっかけ 

2011年6月6日 田尾陽一氏のグループ
が福島県を視察。 
 

 福島第一原子力発電所の事故は、明確な人
災 

 原子力発電技術が、事故を収束させる手段
を持たないことのおかしさ 

 村民が帰村して安心して農業を営み生活で
きる施策を打つべき 

 福島だけではなく世界の問題 

 調査して得られたデータをすべて再生のため
に行政へ提供し提言を行う 
 

という点で一致。 
自宅を開放して【ふくしま再生の会】が 
スタート。 

初めての訪問 

「現地へ行けば何かできる
ことが・・・」 

被災現地で 
被災者と協働して 
継続的に 



協働による再生への道 

行政 
（国・県・村） 

大学・研究機
関・専門家 

村民 

本来持っている自立再生への力 
地元環境についての経験・知識・技術 
伝統、文化、知恵 

基盤となる公共サービス 
大規模なプロジェクト 

ビジョンとリーダーシップ 

柔軟な対応・きめ細かいケア 
多様な層の参加による活力 

専門知識・技術、職業経験、人脈、広い視野 

行政内の 
（組織を超えた） 

協働 

村民間の協働 

NGO 
NPO 

ボランティア 

専門知識 
技術 
人脈 

 
メディア 

事実の伝達・共有 
世界へ 

産業界 

所属を超えた
協働 

協働 



再生への取り組み 

養液点滴栽培によるレタスの収穫。 
集約型のハウス栽培から、土壌を使用しない栽培の取り組み。 

「宗夫ハウス」のレタス栽培 

「永徳ハウス」のトマト栽培 



営農再開の先駆けに 
松塚地区 山田猛史さん 
避難先で営みを続け、地域の再生へ 

「福島県飯舘村の関根松塚地
区で、除染後の水田を放牧地と
して活用する構想が動きだし
た。農業山田猛史さん（６６）が
自らの水田で来年、牧草栽培
試験を行おうと準備中だ。」 
 
河北新報2015年10月11日 



夢大らかに－飯舘村民歌 

夢大らかに 
（作詞 小林金次郎 作曲 石河 清） 

 
山 美わしく 水 清らかな 
その名も飯舘 わがふるさとよ 
みどりの林に 小鳥は歌い 
うらら春陽に さわらび萌える 
あゝ われら 今こそ手と手 固くつなぎて 
村を興さん 村を興さん 
 
土 よく肥えて 人 情ある 
その名も飯舘 わがふるさとよ 
実りの稲田に 陽は照りはえて 
続く阿武隈 山幸歌う 
あゝ われら 夢大らかに ともに励みて 
村を富まさん 村を富まさん 



撮影…2014年11月3日12時01分阿武隈川に架かる国道115号文知摺橋から 


